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小中学生の自然体験は年々減少していることが報告されている。その

ような中，幼少期の自然体験などが自己肯定感や自立的行動習慣，探究

力，コミュニケーション能力などに影響していることが明らかになって

いる。しかし，幼少期の自然体験の機会を設けることの重要性を各家庭

が認識し，自然体験を積極的に取り入れようとする意識については，小

中学生の自然体験が年々減少している現状があるということからもあま

り高くないことが予想される。そのような中，これから保育者になろう

としている学生は特に，自然体験の重要性を認識し，保育環境にどのよ

うに取り入れていくかについて，見通しを持ち，その必要性についても

認識を高めていくことが求められているといえる。  

本調査の結果，幼少期の居住環境や幼少期に「野菜や米」を育てた経

験は学生になった際，子どもにどのような経験をさせたいかという思い

に影響していることが明らかになった。自然体験が減少している昨今，

自然体験への思いをより強く持ってもらうためには，居住環境や自然体

験に着目し，体験が少ない学生には特に、実際に自然体験をしてもらう

ことや，その重要性を伝えていく必要があることが示唆された。  

 
１．研究の背景と目的 

これまでに独立行政法人国立青少年教育復興機構の調査 (2 00 9 年全国の小中高校生

18 , 80 0 人から回答を得た調査では，青少年の自然体験や生活体験の実態および青少年の

自立的行動習慣と自然体験，生活体験，お手伝いとの関係を分析，過去の調査との経年比

較を行っている )では，虫取りや海・川で泳ぐといった自然体験のある小中学生が調査の

前 10 年間で大幅に減っていることが示されている。また，社会経済的背景の相違に関わ

らず，自然体験や生活体験，文化芸術体験が豊富な子ども，お手伝いを多く行っている子

どもは，自己肯定感が高く，自立的行動習慣や探究力が身についている傾向があり，幼少

期に動植物と触れ合った経験などが豊富な高校生ほど，思いやりの心がありコミュニケー  
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  ション能力が高い傾向にあることが明らかになっている。さらに，就学前から子どもの外

遊びを奨励する保護者の働きかけに注目すると，その後の探究力の向上に肯定的な影響を

及ぼすことや，外で過ごす時間の長さが，子どもの肥満と近視傾向の抑制につながる可能

性があることも示唆されている。  
その他の先行研究として，山本 (2 01 2 )は大学生 4 2 9 人への質問紙調査の分析結果から，

幼少期の自然体験として，ままごと・かくれんぼ (8 0％ )，ごっこ遊び ( 6 7％ )・基地つく

り，野山遊び (5 2％ )という回答が多く，男女別比較では男子学生は昆虫採集 (6 0 % )，魚釣

り・沢遊び ( 5 5％ )，昆虫の飼育 ( 4 0％ )の回答が女子学生より多く見られ，女子学生では，

ままごと・かくれんぼ ( 90％ )，草花遊び ( 67％ )，野山遊び ( 57％ )，植物の栽培 (5 1％ )，
ハイキング・登山 (3 3％ )，クラフト ( 3 3％ )の回答が男子学生より多く ( p＜0 . 01 )見られた。

また，幼少期の自然体験と大学生の社会性 (共感および社会的スキル )には関連が見られ，

特にごっこ遊び・基地つくり ( 3 3％ )，草花遊び，ハイキング・登山，キャンプでは想像

性，共感性，視点取得，社会的スキルで有意な関係が見られた。そのことから，幼少期の

自然体験で得た経験は，学生の心に残りその後の行動に影響を与え，社会性はキャンプの

ような非日常の体験ばかりではなく，自然を媒介とした家族や友だちとの日常的な関わり

の中でも育まれたと述べている。  
また，高橋ら ( 2 01 0 )による 10 代から 60 代を対象とした調査では，幼少期における日

の出や日の入り，うろこ雲や入道雲，夜空の星を見た自然体験が，自然科学への関心や自

然に対する心情と相関関係があることが明らかにされている。さらに，遠藤ら ( 20 19 )の
研究からは，学生の心が動く原体験として最も多く言及されていたことは，キャンプや林

間学校であったことが示されている。さらに，千葉ら ( 20 2 0 )は幼児教育を学ぶ大学生を

対象とした調査において，学生は幼少期に育てた植物としてアサガオ (6 9 %が回答 )やさつ

まいも (2 1 %が回答 )などの植物栽培を含む自然との触れ合いを体験しており，自然体験が

子どもたちに与える影響について尋ねたところ，感性，自然への興味や楽しさ，豊かな感

情，優しい気持ち，命の大切さ，自然の美しさなどの回答が見られたことから大学の講義

内でも積極的に自然と関わる機会を増やすべきであるとしている。  
そして，前迫（2 00 4）の奈良県内全保育所に対する質問紙調査では、「子どもが自然環

境に親しみ，生物のしくみの不思議さや生命の育みを感じることは保育にとって大切か」

という質問に対して「とてもそう思う」の回答が 87 . 0％となっており，「自然とかかわる

活動を実施するにあたって，保育士養成校に望んでいること」に対する自由記述について

も 5 8 .7％であったことから，養成校の自然活動に対する取り組みに関心があることを明

らかにしている。  
以上にある通り，これまでの研究では，幼少期の自然体験がその後にもたらす影響につ

いて様々な角度から明らかにされてきた。また，これから多くの子どもたちを育てていく

ことになる学生が所属する保育者養成校においても，学生の自然体験の重要性についても

明らかにされている。  
しかし、これまでに幼少期の自然体験が子どもたちに自然体験をしてほしいと思うかと

いう学生の意識に影響しているかについて明らかにした研究は見当たらない。  
それらを踏まえた上で，本研究では保育者養成を行う K 大学において 2 02 3 年度に在学

している学生の幼少期の自然体験の頻度に着目し，質問紙調査を行うことを目的とする。



そして，その結果を基に，幼少期の自然体験とその後の意識について考察する。また，本

調査の結果を踏まえ，保育・教育における自然体験の重要性を改めて捉え直し，保育・教

育方法を具体的に学ぶ「子どもと環境」において，今後どのような授業が望まれるかを示

唆する知見を得たい。  
 

２．研究方法 

（１ )  調査対象：K 大学 教育学部 2 回生 「子どもと環境」の履修者 38 名  
（２ )  調査時期：20 23 年  6 月（回収率 10 0％）  
（３ )  質問紙調査の質問 (項目 )内容  

１．学年  
２．幼少期に居住していた地域の様子 (周りに山や川，田んぼなどがあり自然に囲ま

れた地域であったかなどの項目より選択 )  
３．幼少期に体験した内容について (その頻度を４件法で選択 )  

①海や川で遊んだり泳いだりした  
②夜空に輝く星をゆっくりと見た  
③野鳥の鳴き声を聞いたり野鳥を見た  
④昆虫をつかまえた  
⑤山菜やキノコなどを採った   
⑥貝を採ったり魚を釣ったりした  
⑦太陽の昇るところを沈むところを見た   
⑧大きな木に登って遊んだ  
⑨キャンプをした  
⑩登山やハイキングをした  
⑪草花を育てた  
⑫野菜やコメを育てた  
⑬生き物 (動物以外 )を飼っていた  
⑭動物を飼っていた  
⑮果物などを収穫した   

４ . ①～⑮の経験を子どもたちにも経験してほしいと思うか (それぞれに回答 )  
５．その他の自然体験 (自由記述 )  
６． (自分自身について )コミュニケーション能力が高いと思うか  

(思う度合いを４拓より選択 )  
７．幼少期の自然体験時に感じたこと，特に印象に残っていること  

(ある場合は自由記述 )  
８．幼少期の自然体験を振り返って，現在の生き方や考え方などに影響していること

があるか (ある場合は自由記述 )  
９．幼少期の自然体験は必要か  (現在の考えを 4 択から選択 )  
１０．自然体験として現代の子どもたちにも体験してほしいと思うことはあるか  

(ある場合はどのようなことかを自由記述 )  
１１．施設 (園庭を含む )で，してみたいと思う環境構成 (自由記述 )  



質問項目の体験項目については独立行政法人国立青少年教育復興機構の調査項目を参

考に作成し，独立行政法人国立青少年教育復興機構にもその旨の許可を得た。その項目

に加えて，体験を子どもたちにもしてほしいと思うか，幼少期の自然体験時に感じたこ

と，印象に残っていること，体験が現在の生き方や考え方に影響していると思うか，幼

少期の自然体験として子どもたちに体験してほしいと思うこと，については，保育者を

目指す学生としての考えを尋ねる項目として筆者らが必要であると考え，新たに加えた。

特に今後学生が保育所・幼稚園・認定こども園 (または小学校・児童養護施設・障害児

施設・乳児院など )に実習に行くことを前提として，就学前施設の環境を考える項目も

取り入れることとした。  
 

（４ )   倫理的配慮：執筆者の大学の倫理審査委員会の承認を得ている。 (承認番号 R 5 -
7 )さらに，調査対象者には質問紙についての説明を口頭で行い，自由意志によ

る回答であることを伝えた。回答は Web C l as s の Q R コードを読み取り，各自

で回答を行うよう依頼した。調査紙の 1 . ~７．には研究の趣旨，答え方，情報の

管理方法，無記名質問紙であり，回答をしなくても一切不利益はないことなどを

明記した。  
（５ )  分析方法：本分析の統計処理を行うに際しては，使用方法が簡便でフリーソフト

であることから HA D 15 . 0 (清水 20 16 ) 1 )を採用した。本研究ではこの HA D1 5 . 0
を用いて，要約統計量と各項目間でクロス修正を行い，併せて X 2 検定を行った。

また，水準 0 . 0 5 で有意な差があった項目については，どの項目で有意さが明ら

かになっているかを確認するため残差分析を行い，表に示している。なお，統計

的に有意な差が出た項目は多くあったため，育った環境と経験してほしいことを

明らかにする項目に今回は着目し，示している。  
また，自由記述の分析については，記述の傾向を見るために無料のテキストマ

イニングソフト K H  C od er 3 2 )を使用し，「共起ネットワーク」から分析を行い，

よく出現している語とそのつながりに着目することで，自由記述の回答傾向を読

み解くことを目的とした。  
 

３．研究結果と考察 

 ３．１ 居住環境と幼少期における野菜や米を育てる経験の有無 

 今回の質問紙調査に対する回収率は 100％であった。その結果から，幼少期の居住環境

による自然体験の経験の違いを明らかにしつつ，その後の意識にもたらす影響などについ

て示していく。 

表 1 の通り，「あなたが幼少期に居住していた地域の様子を教えてください」という質

問に対して，「周りに山や川，田んぼなどが多くあり自然に囲まれた地域に住んでいた」

と回答し，「野菜や米を育てた」という質問に対して，「とてもある」と回答した学生は有

意に多く，「少しある」と回答した学生は有意に少ない傾向が見られた。一方，「あなたが

幼少期に居住していた地域の様子を教えてください」という質問に対して，「周りに山や

川，田んぼがそこそこあり，ある程度自然に触れられる地域に住んでいた」と回答し，

「野菜や米を育てた」という質問に対して，「少しある」と回答した学生は有意に多く，



「とてもある」と回答した学生は有意に少ない傾向が見られた。つまり，居住環境が自然

に囲まれた環境である場合，野菜や米を育てる経験は「とてもある」が，居住環境があま

り自然に触れられない場合，「少しある」程度になるということが明らかになったといえ

る。自然に囲まれた地域に住んでいる場合，野菜を育てる環境が近くにあり，家庭でも農

業を営んでいる可能性がある。このような地域の環境から今回の回答傾向になったことも

考えられる。 

 

表１ 幼少期の居住環境と幼少期の野菜や米を育てる経験の有無のクロス表 

 

 

３．２ 居住環境と子どもたちの野菜や米を育てる経験に対する必要性 

表 2 では，幼少期に居住環境が「周りに山や川，田んぼなどが多くあり自然に囲まれた

地域に住んでいた」と回答した学生は「あなたは，「野菜や米を育てた」経験を子どもた

ちにも経験してほしいと思いますか？」という質問に対して，「とてもそう思う」という

回答が有意に多く，「少しそう思う」という回答は有意に少ない傾向が見られた。つまり，

居住環境自然に囲まれた場所である場合，野菜や米を育てる経験の必要性に影響を与える

といえ，幼少期に自然に囲まれた居住環境に暮らしている場合，子どもたちにも野菜や米

を育てる経験をしてほしいという思いが強くなるといえる。これまでの先行研究から考察

すると幼少期の居住環境によって自然体験の機会が多くあり，その体験が基盤となり，子

どもたちにも同じ経験をしてほしいと思うという可能性が考えられる。そこで，次に「野

菜や米を育てた」経験頻度と「子どもたちにも経験してほしいと思いますか？」という質

問に対する回答を見ていくことにする。  

 

表２ 幼少期の居住環境と子どもたちが野菜や米を育てる経験の必要性のクロス表 

 

 

３．３ 幼少期の野菜や米を育てる経験とその後に感じる必要性 

野菜を育てた経験は同じ経験を子どもたちにも経験してほしいと思う要因になっている

変数
出現値 とてもある 残差 p値 少しある 残差 p値 あまりない 残差 p値 全くない 残差 p値

周りに山や川、田んぼなどが多くあり自然に囲まれた地域に住んでいた △ 7 2.840 .005 ▼ 1 -2.590 .010 1 0.379 .704 0 -0.824 .410
周りに山や川、田んぼがそこそこあり、ある程度自然に触れられる地域に住んでいた 4 -0.120 .904 5 -0.253 .800 0 -1.175 .240 △ 2 2.235 .025
周りに山や川、田んぼなどはあまりなく、あまり自然に触れられない地域に住んでいた ▼ 1 -2.564 .010 △ 9 2.222 .026 2 1.321 .186 0 -1.007 .314
周りに山や川、田んぼなどほとんどなく、自然に触れられない地域に住んでいた。 2 0.107 .915 3 0.546 .585 0 -0.714 .475 0 -0.575 .565

あなたが幼少
期に居住してい
た地域の様子
を教えてくださ

野菜や米を育てた

変数
出現値 とてもそう思う 残差 p値 少しそう思う 残差 p値

周りに山や川、田んぼなどが多くあり自然に囲まれた地域に住んでいた △ 8 2.067 .039 ▼ 1 -2.067 .039
周りに山や川、田んぼがそこそこあり、ある程度自然に触れられる地域に住んでいた 5 -1.129 .259 6 1.129 .259
周りに山や川、田んぼなどはあまりなく、あまり自然に触れられない地域に住んでいた 8 0.619 .536 4 -0.619 .536
周りに山や川、田んぼなどほとんどなく、自然に触れられない地域に住んでいた。 1 -1.932 .053 4 1.932 .053

あなたが幼少
期に居住してい
た地域の様子
を教えてくださ

あなたは、「野菜や米を育てた」経験を子どもたちにも経験してほしいと思いますか？



のであろうか。このことを明らかにするため，「野菜や米を育てた」という質問と「あな

たは，「野菜や米を育てた」経験を子どもたちにも経験してほしいと思いますか？」とい

う質問の回答の傾向を探る。その結果，表３の通り「野菜や米を育てた」という質問に対

して「とてもある」と回答し，「あなたは，「野菜や米を育てた」経験を子どもたちにも

経験してほしいと思いますか？」という質問に対して「とてもそう思う」と回答した学生

は有意に多く，「少しそう思う」と回答した学生は有意に少ない結果となった。つまり，

幼少期に野菜や米を育てる経験がとてもある場合，その後に同じ経験を子どもたちにもし

てほしいと思いが強くなる要因になるといえる。つまり，山本（ 2012）が幼少期の自然

体験で得た経験がその後の行動に影響を与えるということを示している通り，本研究にお

いても，幼少期の野菜や米を育てる経験がとてもある場合，子どもたちにも同じ経験をし

てほしいと思うということに影響を与えていると考えられる。  
 
表３ 野菜や米を育てた経験と子どもたちへの経験必要性のクロス表  

 
 

３．４ 居住環境と子どもの自然体験の必要性 

 次に，居住環境はそもそもの幼少期の自然体験の必要性に影響しているかどうかについ

て明らかにするため，「あなたが幼少期に居住していた地域の様子を教えてください」と

いう質問と「現在のあなたの考えをお聞かせください。幼少期の自然体験は必要でしょう

か？」という質問に対する回答の傾向を探る。表４の通り，「あなたが幼少期に居住して

いた地域の様子を教えてください」という質問に対して「周りに山や川，田んぼなどはあ

まりなく，あまり自然に触れられない地域に住んでいた」と回答し，「現在のあなたの考

えをお聞かせください。幼少期の自然体験は必要でしょうか？」という質問に対して「と

ても必要だと思う」と回答した学生は有意に多く，「少し必要だと思う」と回答した学生

は有意に少ないという傾向が見られた。つまり，居住環境に自然環境がほとんどなく，自

然に触れられない地域にいた場合，自然体験の必要性への強い思いはあまりなく，少し必

要だと思う程度であった。これからを担う学生に自然体験の必要性を強く持ってもらうた

めには，幼少期の居住環境が影響しているといえ，今後は幼少期の居住環境を把握するこ

とによって伝え方を変化させていくことが求められているといえる。  
 
 
 
 
 
 

変数
出現値 とてもそう思う 残差 p値 少しそう思う 残差 p値
とてもある △ 13 2.662 .008 ▼ 2 -2.662 .008
少しある 8 -1.924 .054 10 1.924 .054
あまりない 1 -1.004 .315 2 1.004 .315
全くない 1 -0.313 .754 1 0.313 .754

野菜や米を育
てた

あなたは、「野菜や米を育てた」経験を子どもたちにも経験してほしいと思いますか？



 
表４ 居住環境と自然体験の必要性に関するクロス表  

 
 

３．５ 学生が取り組んでみたい環境構成 

 「施設内（園庭を含む）で，あなたがしてみたいと思う環境構成を教えてください。」

という質問に対する自由記述を K H  C od e r 3 の共起ネットワークで分析を行った。その結

果，図１のような分類が行われた。１つのまとまりに注目すると，「自然」「環境」「植え

る」「できる」「構成」「行う」となっている。実際にあった回答を見てみると，「動物を飼

って，草花を植えて，子供だけでなく，自然に生きる動物たちにも良い環境を作りたい」

や「自然の多い中での環境構成が望ましいと思う。」，「ハーブなどを植えて虫除けには化

学物質以外でもできるんだよっていうことを教える環境構成をしてみたい。」という回答

が見られた。  
 次に，「する」「庭」「園」「木」「山」という言葉のまとまりに着目する。この内容を見

てみると，「木とか山を園庭にし，走り回れるようになっていること。」「木登り，昆虫採

取，太陽が沈むところをみる。」小さい山がありそこで定期的にピクニックなどを行える

ような園庭で保育してみたい」という回答が見られた。  
 さらに，「動物」を中心に「食物」「作る」「機会」というまとまりもあることがわかる。

このまとまりの内容を見ると，「動物の飼育」「動物を飼って，草花を植えて」「ちょっと

した畑があったりなど動植物と触れ合えるような環境が欲しい」「植物，動物と触れ合う

機会を作る」といった回答であった。  
 そして，「育てる」「園」「草花」というまとまりもみられる。この回答の内容を見ると，

「野菜を育てる」「花を育てる」「園庭を囲むように草花を育てたい」などであった。  
 最後に，「キャンプ」「外」というまとまりもあった。この回答を見てみると「夜空を見

たりキャンプをしたりしてみたい」や「おままごとを外でやってキャンプみたいにする」

「外でお花を育てる」などが見られた。  
 以上の結果から，今回は自然環境に関する質問紙調査を行ったため，施設内でしてみた

いと思う環境構成について聞いたところ，自然環境に特化した環境構成をしてみたいと答

えている内容が多く見られた。今回の質問紙調査からは上記で記載しているような自然環

境を充実させていくことを理想とする回答が見られたが，これは，質問紙調査を行う中で

重要性に気づいたことによる結果かもしれない。しかし，環境構成においては，幼保連携

型認定こども園教育・保育要領の『第１章 総則』に「園児の主体的な活動が確保される

よう，園児一人一人の行動の理解と予想に基づき，計画的に環境を構成しなければならな

い。この場合において，保育教諭等は，園児と人やものとの関わりが重要であることを踏

まえ，教材を工夫し，物的・空間的環境を構成しなければならない。また，園児一人一人

変数
出現値 とても必要だと思う 残差 p値 少し必要だと思う 残差 p値

周りに山や川、田んぼなどが多くあり自然に囲まれた地域に住んでいた 8 1.062 .288 1 -1.062 .288
周りに山や川、田んぼがそこそこあり、ある程度自然に触れられる地域に住んでいた 8 -0.272 .786 3 0.272 .786
周りに山や川、田んぼなどはあまりなく、あまり自然に触れられない地域に住んでいた 10 0.752 .452 2 -0.752 .452
周りに山や川、田んぼなどほとんどなく、自然に触れられない地域に住んでいた。 ▼ 2 -1.999 .046 △ 3 1.999 .046

あなたが幼少期
に居住していた
地域の様子を
教えてください。

現在のあなたの考えをお聞かせください。幼少期の自然体験は必要でしょうか？



の活動の場面に応じて，様々な役割を果たし，その活動を豊かにしなければならない。」

と記載されている通り，子ども一人一人の行動の理解と予想から入ることなどは子どもた

ちの主体性を育む上で重要なことではあるが，今回の学生からの回答からは子どもの主体

性に関する回答は特に見られなかった。  
 

 

図１ 施設で取り組んでみたい環境構成  
 
４．結論 

 今回，K 大学の２年生の環境にかかわる科目である「子どもと環境」の授業において質

問紙調査を行った。その結果，幼少期の居住環境によって，「野菜や米を育てた経験」に

違いが見られることが明らかになった。また，幼少期の居住環境によって，「あなたは，

「野菜や米を育てた」経験を子どもたちにも経験してほしいと思いますか？」という質問

に対する回答の傾向も違いが見られ，自然に囲まれた地域に住んでいた場合，子どもたち

にも経験してほしいと強く思う傾向が見られた。さらに，「野菜や米を育てた」経験が

「とてもある」学生は子どもたちにも同じことを経験してほしいと強く思うという傾向も

見られた。また，居住環境に自然環境がほとんどない地域にいた場合，自然体験の必要性

をある程度しか思わないという傾向が見られた。以上の結果から，幼少期の居住環境や幼

少期に「野菜や米」を育てる経験は学生になった際，子どもにどのような経験をさせたい

かという思いに影響している可能性があることが明らかになった。自然体験が減少してい

る昨今，そのような思いを持つ保護者や保育者を養成していくためには，幼少期からの自

然体験が重要になることが示唆された。以上の結果から，今後「子どもと環境」の授業を

展開していく際には，幼少期の経験や居住環境を把握し，学生の自然体験への重要性をど

のように伝えていくか，検討していく必要がある。例えば，自然体験の頻度が高い学生に

実際にどのような自然体験をしてきたかなど，その良さを伝えてもらったり，幼少期の居

住環境が違う学生とのペアワークやグループワークで自然体験の重要性や必要性を共有す

ることで自然体験への意識の向上を図っていくことが重要ではなかろうか。 



 
５．今後の課題 

 今回，「施設で取り組んでみたい環境構成」について自由記述より回答を分析したが，

子どもの主体性を確保するために重要な視点に関する回答が見られなかった。今回の質問

紙調査の対象者が２回生であったため，そのような回答が出てこなかったのかもしれない。

今後，３回生や４回生への質問紙調査を行っていく中で，主体性を意識した回答が見られ

るかを探っていくことや，授業内容見直し，実証的に検証していく必要がある。 

 また，対象者が 38 名と少ない人数であったため，今後はさらに回答者数を増やし，量

的な分析をされに進めていきたい。  
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